
1 

公
布
さ
れ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し 

○
佐
賀
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
及
び
佐
賀
県
知
事
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
四
九
号
） 

１ 

佐
賀
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
関
係 

 
 
 

懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
（
第
一
二
条
関
係
） 

退
職
を
し
た
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手

当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当

等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。 

 
 

ア 

懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
て
退
職
を
し
た
者 

 
 

イ 

失
職
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
退
職
を
し
た
者 

 
 
 

退
職
後
禁
錮 こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
（
第
一
四

条
関
係
） 

 
 

ア 

退
職
を
し
た
者
に
対
し
ま
だ
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払

わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職

に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
一
般
の
退
職

手
当
等
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
と
し
た
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
刑
事
事
件
に
関
し
当
該
退
職
後
に
禁
錮 こ

以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
た
と
き
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免

職
処
分
を
受
け
た
と
き
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
、
当
該
退
職
後

に
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。 

 
 

イ 

死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
ま
だ
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額

(1) 

(ア)(イ) (ウ)

(2) 
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が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お
い
て
、
ア
の 

に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職

に
係
る
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
遺
族
に
対
し
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の

全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
す
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。 

 
 
 

退
職
を
し
た
者
の
退
職
手
当
の
返
納
（
第
一
五
条
関
係
） 

 
 

ア 

退
職
を
し
た
者
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ

た
後
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手

当
管
理
機
関
は
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の

全
部
又
は
一
部
の
返
納
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
基
礎
在
職
期
間
中
の
行
為
に
係
る
刑
事
事
件
に
関
し
禁

錮 こ

以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
を
し
た
者
が
在
職
期
間
中
の
行
為
に
関
し
再
任
用
職
員
に
対
す
る
免

職
処
分
を
受
け
た
と
き
。 

 
 
 
 
 

当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
を
し
た
者
に
つ
い
て
、
在
職
期
間
中

に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
た
と
き
。 

 
 

イ 

ア
の 

に
該
当
す
る
と
き
に
お
け
る
ア
に
よ
る
処
分
は
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
五

年
以
内
に
限
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 
 

遺
族
の
退
職
手
当
の
返
納
（
第
一
六
条
関
係
） 

 
 
 

死
亡
に
よ
る
退
職
を
し
た
者
の
遺
族
に
対
し
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払

わ
れ
た
後
に
お
い
て
、 

の
ア
の 

に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
退
職
に
係
る
退
職
手

当
管
理
機
関
は
、
当
該
遺
族
に
対
し
、
当
該
退
職
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
限
り
、
当
該

一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
全
部
又
は
一
部
の
返
納
を
命
ず
る
処
分
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 
 

退
職
手
当
受
給
者
の
相
続
人
か
ら
の
退
職
手
当
相
当
額
の
納
付
（
第
一
七
条
関
係
） 

 
 
 

退
職
を
し
た
者
に
対
し
当
該
退
職
に
係
る
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
が
支
払
わ
れ
た

(3) 

(ア)(イ) (ウ)

(4) 

(3) 

(ウ) 

(5) 

(ウ)

(ウ) 
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後
に
お
い
て
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
が
当
該
退
職
の
日
か
ら
六
月
以
内
に 

の
ア

又
は 

に
よ
る
処
分
を
受
け
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
退
職
に
係

る
退
職
手
当
管
理
機
関
が
、
当
該
退
職
手
当
の
受
給
者
の
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職

の
日
か
ら
六
月
以
内
に
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
在
職
期
間
中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を

受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
旨
の
通
知
を

し
た
と
き
は
、
当
該
退
職
手
当
管
理
機
関
は
、
当
該
通
知
が
当
該
相
続
人
に
到
達
し
た

日
か
ら
六
月
以
内
に
限
り
、
当
該
相
続
人
に
対
し
、
当
該
退
職
を
し
た
者
が
在
職
期
間

中
に
懲
戒
免
職
等
処
分
を
受
け
る
べ
き
行
為
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
当
該
一
般
の
退
職
手
当
等
の
額
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
額
の
納
付
を
命

ず
る
処
分
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。 

 
 
 

人
事
委
員
会
の
意
見
の
聴
取
（
第
一
八
条
関
係
） 

 
 
 

退
職
手
当
管
理
機
関
は
、 

の
ア
の 

若
し
く
は
イ
、 

の
ア
、 

又
は 

に
よ
る

処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
人
事
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。 

２ 

佐
賀
県
知
事
等
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
関
係 

知
事
等
の
退
職
手
当
の
支
給
制
限
等
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
県
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す

る
条
例
第
四
章
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
八
条
関
係
） 

３ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

４ 

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
等
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
〇
号
） 

１ 

船
員
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
く
船
員
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
非
常
勤

の
職
員
を
こ
の
条
例
に
よ
る
補
償
の
対
象
と
す
る
等
の
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
（
第
二
条
及
び
第
一
六
条
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

(3) 

(4) 

(6) 

(ウ) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 
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○
佐
賀
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
一
号
） 

１ 
平
成
二
六
年
度
を
目
途
と
し
て
、
佐
賀
県
産
業
廃
棄
物
税
条
例
の
施
行
の
状
況
、
社
会

経
済
情
勢
の
推
移
等
を
勘
案
し
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
例
の
規
定
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則

第
五
項
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
公
立
学
校
職
員
特
殊
勤
務
手
当
及
び
へ
き
、
、
地
手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
（
条
例
第
五
二
号
） 

１ 

へ
き
、
、
地
教
育
振
興
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

へ
き
地
等
学
校
の
指
定
を
見
直
す
こ
と
と
し
た
。
（
別
表
第
一
〜
別
表
第
三
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

３ 

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
医
療
施
設
耐
震
改
修
等
臨
時
特
例
基
金
条
例
（
条
例
第
五
三
号
） 

１ 

災
害
拠
点
病
院
そ
の
他
の
医
療
施
設
の
耐
震
改
修
等
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
た
め
、
佐
賀
県
医
療
施
設
耐

震
改
修
等
臨
時
特
例
基
金
（
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第

一
条
関
係
） 

２ 

基
金
と
し
て
積
み
立
て
る
額
は
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
以
下
「
予
算
」
と
い
う
。
）

で
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
関
係
） 

３ 

基
金
の
運
用
か
ら
生
ず
る
収
益
は
、
予
算
に
計
上
し
て
、
１
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、
基
金
に
編
入
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四

条
関
係
） 

４ 

基
金
は
、
１
に
掲
げ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
場
合

に
限
り
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六

条
関
係
） 
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５ 

そ
の
他
所
要
の
事
項
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。 

６ 
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
国
民
健
康
保
険
広
域
化
等
支
援
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五 

四
号
） 

１ 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
広
域
化
等
を
図
る
市
町
に
対
す
る
貸
付
金
の
償
還
期
間
を
三
箇

年
度
か
ら
五
箇
年
度
に
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
八
条
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
立
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
五
号
） 

１ 

佐
賀
城
公
園
及
び
森
林
公
園
の
施
設
を
利
用
す
る
者
は
、
指
定
管
理
者
に
利
用
料
金
を

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
四
条
の
三
関
係
） 

２ 

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

３ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

４ 

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
事
務
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
六
号
） 

１ 

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
新
た
に
知
事
の
権
限
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
事
務
の
一
部

を
佐
賀
市
が
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
関
係
） 

２ 

こ
の
条
例
は
、
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

○
佐
賀
県
一
般
海
域
土
石
採
取
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
五
七
号
） 

１ 

国
有
財
産
法
第
一
八
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
海
岸
保
全
区
域
等
の
水
面
下
の
土
地

の
占
用
許
可
に
係
る
占
用
料
を
徴
収
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第

二
条
関
係
） 

２ 

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。 

３ 

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
２
に

つ
い
て
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。 

 


